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１ は じ め に 

 

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条において、教育委員会は、毎年、その権

限に属する事務の執行及び管理状況について点検及び評価を行い、その結果を報告書として作

成し、議会に提出するとともに、公表することとなっています。 

 これを受け、明日香村教育委員会は、効果的かつ効率的な教育行政の推進に資するとともに、

村民への説明責任を果たせるよう、教育委員会の活動及び事務の点検評価を行い、報告書を作

成しました。 

 この報告書は、毎年作成し公表していますが、明日香村教育委員会としては、今後も報告書

の内容充実に努め、村民に分かりやすいものにするために、必要な検討を加えていくこととし

ています。 

  また、点検評価の実施を通じて、教育施策の検証と改善を図りながら、本村教育行政の着実

な推進につなげていきたいと考えています。 

 

令和５年９月 

明 日 香 村 教 育 委 員 会 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委

任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等に委

任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その

結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。 
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２ 点検評価について 

  

（１）概 要 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、明日香村教育委員会がその 

権限に属する事務の管理及び執行の状況について、自ら点検及び評価を行うものです。 

（２）目 的 

     教育委員会は、首長から独立した立場で、地域の学校教育、社会教育等に関する事務

を担当する行政機関として、すべての都道府県及び市町村等に設置されている行政委員

会です。 

その役割は、専門的な行政官で構成される事務局を、様々な属性を持った複数の委員 

による合議により、指揮監督し中立的な意思決定を行うものとされています。教育委員 

会が、教育長以下の事務局を含む広い意味での教育に関する事務の管理及び執行状況を 

点検・評価することにより、効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明 

責任を果たすことを目的とします。 

（３）点検・評価に対する事務の対象 

令和４年度において教育行政の推進上、重要な課題に係るもの及び重点的、継続的な 

事業、昨年度の事務事業において課題があるとされているもので継続して評価すべき事 

業、その他点検評価を行うことが必要と認める事業を対象とします。 

（４）点検・評価の方法 

対象となる事業ごとに、必要性、効率性、公平性の観点から教育委員会事務局内部に 

よる自己総合評価を行い、さらに点検評価の客観性を確保するために教育に関する有識 

者の意見を聴取しました。 

さらに、教育委員会（定例会等）で点検評価を再検証し、最終的に事務事業点検評価 

報告書としてまとめました。 

有識者については、事務局職員等以外の教育に関して公正な意見を述べることが期待 

できるよう、教育に関する学識経験を有する有識者２名を委嘱しました。 

（５）評価結果の取扱い 

     この点検評価結果について、評価の高い事業については引き続き実施し、評価の低い 

事業については、課題や問題の解決を行うと同時に事業の見直しについて検討し、翌年 

度以降における施策、事業の改善に役立てるものとします。 
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３ 明日香村教育・文化財の重点目標 

 

 

（１）学校教育 

明日香村教育委員会では、「“１５歳の自立”を育む幼小中一貫教育」の実現に向け、地

域・家庭・学校が共に力を合わせ、さまざまな教育活動を展開しています。また、学校及

び地域の実態に応じ創意工夫し、明日香ならではの学校経営により、「確かな学力、豊か

な人間性、健やかな心身」を育むとともに、学校・保護者・地域住民の連携による地域教

育力の向上及び学習環境の整備により、開かれた学校づくりをすすめ、幼小中を一つの

村立学校として学校経営の充実を図ります。 

 

 

（２）生涯学習 

夢と志をもって生涯にわたって輝く人づくりを目標とし、生涯にわたる学習活動の充

実と地域活動への参加機会の拡大を図っています。また、子どもからシニア世代にいた

るまで多くの世代が参加できる環境づくりを構築し、村民の皆様の健康づくりや体力向

上、文化的な活動の充実を行い、地域活性化につなげていきます。 

 

 

（３）文 化 財 

     明日香村の貴重な文化財を次の世代に引き継いでいくため、文化財の学術的価値の解

明を計画的に進め、適切な保存を図ると共に、「古代を体感できる」効果的な活用に取り

組みます。また、『飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群』の世界遺産登録に向け、文化財

の普遍的価値の証明を進め、史跡指定や公有化など保護措置の強化に取り組みます。 

 

-3-



　学力・学習状況調査の結果からは学年が進むにつれ基礎的な学力や知識力とともに、「活用
力」の向上もうかがえるが、実施年度によって差が見られる。特に各種調査から明らかになっ
た、｢学力の2極化」への対応、長文を読み、的確内容を把握し、適切に答える「汎用的読解力
の育成」が急務である。
　郷土学習においては、中学3年生における「これからの明日香のあり方」をテーマとした村へ
の提言への取組や、中期（小5～中1）をつなぐ実践が不十分である。
　また、令和2年12月に導入したクロームブックの活用による個別最適化した授業づくりが求め
られている。ICT支援員等によるサポート体制を確立するなど、授業改善に取り組む必要があ
る。

　「郷土に誇りをもち、自らの生き方を切り開くたくましい子どもの育成」、「夢に向かって
力強く生きていく意欲ある人づくり」を基本理念とし、家庭・学校・地域が協働して村ぐるみ
で子どもを育てる環境を創り、12年間を見通した一貫教育のカリキュラムや指導法、連携のあ
り方を研究・実践する。

事 業 実 績

４　点検評価結果

　推進委員会を中心として、研究課題ごとにプロジェクト研究部会（言語力、英語教育、郷土
学習、専門教育の4部会）を構成し研究・実践するとともに、地域が中心となる学校・地域コ
ミュニティ協議会による様々な学校支援活動を年間を通して組織的に取組を進めた。
　また、プロジェクト4部会の研究を基本的な授業実践につなぐため、幼小中教員が混在グルー
プを作り、研究授業の協議を重ねた。
　・基礎的な言語力の浸透による学力の充実・学習規律・生活習慣の徹底による落ち着いた学
    校生活
　・英語教育、郷土学習、専門教育の充実・推進
　・学校・地域コミュニティによる学校支援、あいさつ運動の推進

成 果

課 題

事 業 目 的

幼小中一貫教育の推進（教育課）

　小学校教員と中学校教員の相互乗り入れ授業により、小学校高学年における専門教育が充実
するとともに、学級担任制から教科担任制への円滑な移行が図れる等、小中をつなぐ教育課程
がさらに深まった。
　また、幼小中一貫教育全体の第3ステージ（平成31年度～令和4年度）における研究主題を
「主体的・対話的で深い学びの授業づくり」と設定し、実践研究を継続した。特に、幼小中教
員の混在するグループによる授業研究に力を入れた。令和4年11月には第3回実践発表会を開催
し、幼稚園から中学校までの授業公開を通し、実践研究の成果を全国に問うことができた。
　学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の開催により、学校教育に対して保護者・地域
が積極的に参画・協働していただくことができた。
　コロナ禍においても、明日香郷土学習副読本（前期用・中期用・後期用）の活用と地域によ
る学習支援を明記した郷土学習プログラムVersion2をもとに、一層系統性・継続性を重視した
郷土学習に取り組むことができるようになった。
　さらに、地域連携コーディネータ－と連携し、学校・地域コミュニティ活動の課題を明確に
することができた。
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（単位：人、各年４月１日現在、出典：住民基本台帳他）

■園児・児童･生徒数の推移 （単位：人、各年４月１日現在、出典：住民基本台帳他）

※黒字：住基人口、赤字：保育園園児、青字：幼稚園児、緑字：小中学生

■人口の推移 （単位：人、各年度3月末現在、出典：住民基本台帳）

村の総人口は平成2年度（7,362人）をピークに減少を続けているが、児童生徒数は平成27年度以降一定の人数

を維持している。
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■明日香村の人口の推移
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■全国学力・学習状況調査の結果の推移 （出典：明日香村教育課）

近年、小学6年生の結果が全国平均を下回っており、テスト形式に慣れていないことも一つの要因と考えられ

る。学力の二極化があり、特に下位層の児童・生徒に対する取り組みが必要である。
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■全国体力・運動能力・運動習慣調査の結果の推移

近年、全国平均を下回る結果が多く見られるが、体力が大幅に低下しているとまでは言えない。引き続き、体育指導の充実、総合型地域スポーツクラブ（楽スポ）との連携等により基礎体力向上を図る。

男子は小学生から中学生になると平均より低く、女子は小学生から中学生になると平均より高い。全体的には平均より低い。
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学校経営充実の支援（教育課）

　少人数学級編成や特別支援員の配置、老朽化した学校施設の改修等により、きめ細かな指導
と安心安全で落ち着いた学習環境を整備することが出来た。
　新型コロナウィルス感染症の感染拡大に伴い、出席停止（希望者を含む）となった児童・生
徒もいたが、令和２年度導入したクロームブックを活用しオンラインで授業を配信するなど、
学習の機会を損なうことのないよう十分配慮することが出来た。

課 題

　少人数学級編成や特別支援員の配置によるきめ細やかな指導体制を今後も維持するため、村
単独での人材確保と教員のさらなる資質向上に努める必要がある。
　一方、今後の児童・生徒数に鑑みて学級編成について検討するとともに、教員の負担軽減に
ついても、業務内容の改善や人員配置に関する要望を重ねていく必要がある。
　学校施設の多くが築40年を経過しており、施設の長寿命化と財政負担の軽減を図るため、引
き続き年次計画的な修繕・改修に努める必要がある。

事 業 目 的

事 業 実 績

成 果

　幼稚園、小中学校において少人数学級編成を実施し、特別支援員や臨床心理士を配置するな
ど、落ち着いた学習環境を確保した。
　・学校指導主事　　　　　　　1名　　　・特別支援員　　　　　　　　7名
　・教科充実、担任講師　　　  9名　　　・教育相談員（臨床心理士）　1名
　・外国語指導助手　　　　　　2名
　新型コロナウィルス感染症の感染状況に合わせ、学校行事の中止や内容変更、保護者の観覧
を一部制限するなどの措置を行ったほか、陽性者が出た場合には県教委の指針に基づき速やか
に学級閉鎖を実施した。
　安心安全な幼稚園教育・小学校・中学校の学習環境を整えるため老朽化した施設の修繕工事
を行った。（幼稚園床改修・聖徳中学校屋上防水改修工事・聖徳中学校床改修工事・聖徳中学
校図書室エアコン更新工事）
　ICT学習の促進を図るため、小中学校教職員のパソコンの購入を行った。

　いじめ、不登校、発達障害等の特別な支援を要する子どもたちへの教育相談の実施や特別支
援員の配置、少人数学級編成による少人数授業の展開等、一人ひとりへのきめ細かな指導によ
り学力の向上と自立した感性豊かな子どもたちの育成を目指す。また、学校施設の改修等を年
次計画的に行い、施設の長寿命化を図るとともに学習環境の改善を図る。
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■相談内容別教育相談件数の推移

（単位：人・件、出典：明日香村教育課）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

相談者（実数） 21 21 22 24 28 27 19 26 35 29

73 38 51 42 53 36 112 58 19 13

93 63 93 89 110 112 53 12 14 24

12 14 0 0 0 0 0 3 2 1

57 75 87 39 12 0 0 0 42 48

19 11 17 56 34 67 42 77 35 31

254 201 248 226 209 215 207 150 112 117

■いじめ認知件数の推移

（単位：件、出典：明日香村教育課）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

6 0 2 2 2 5 4 2 5 0

(6) (0) (2) (2) (2) (5) (4) (1) (5) (0)

3 2 2 8 3 0 2 0 1 2

(3) (2) (2) (8) (3) (0) (2) (0) (1) (2)

■不登校児童・生徒数の推移

（単位：人、出典：明日香村教育課）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

不登校 0 1 1 1 1 1 2 1 0 1

病 気 0 0 0 0 0 0 4 1 1 3
新型コロナウイル

スの感染回避 3 0

その他 0 0 0 0 2 2 0 1 0 0

小 計 0 1 1 1 3 3 6 3 4 4

0 0 0 1 3 5 5 3 33 24

不登校 5 1 1 1 0 0 0 1 4 8

病 気 0 0 2 2 1 0 0 0 1 0
新型コロナウイル

スの感染回避 1 0

その他 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

小 計 5 1 4 3 1 0 0 1 6 8

0 0 0 3 1 0 0 2 6 8

小 計

小

学

校

⾧

期

欠

席

15日以上欠席

中

学

校

⾧

期

欠

席

15日以上欠席

小 学 校

解決済件数

中 学 校

解決済件数

※⾧期欠席・・一月の中で30日以上欠席

 令和3年度「15日以上欠席」の人数が大きく増加している理由として、新型コロナウイルス感染症回避を目的とするもの

（小学校25名、中学校1名）があげられる。それ以外では病気等（小学校6名、中学校1名）となっている。また、令和4年度

については、新型コロナウイルス感染症回避を目的とするもの（小学校13名）があげられる。それ以外は病気等（小学校11

名、中学校8名）となっている。

相

談

件

数

不 登 校

特 別支 援 教育

友 人 関 係

問 題 行 動

そ の 他
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国際理解教育推進事業（教育課）

　外国語指導助手の存在は、児童生徒の英語や異文化への興味関心に大きく結びつき、また、
日頃からネイティブな英語に慣れ親しむことで、英語学習に抵抗なく取り組むことができてお
り、その成果は英検等の受験結果にも表れている。

課 題

　「明日香の風」や「日韓の架け橋」等、海外への派遣・交流事業については、新型コロナ
ウィルス感染症の世界的なまん延に伴い、令和4年度も含め3年連続で中止とせざるを得なかっ
た。
　今後は、新型コロナウィルス感染症に加え世界情勢も鑑みつつ、新たな派遣先の確保や小学
生も含めた他学年の児童・生徒の派遣、オンラインでの交流等を検討する必要がある。

事 業 目 的

　国際的な視野をもって、明日香村の新しい時代を切り拓く人材を育成することを目標に、幼
稚園から英語に慣れ親しませながら、一貫性のある指導によって、「明日香に根ざした国際
人」の育成を図る。

事 業 実 績

【外国語指導助手の配置】
　小中学校に各1名、計2名の外国語指導助手を配置。小学校の外国語指導助手に関しては、幼
稚園へも週1回程度派遣した。
【明日香文化発信担い手育成事業「明日香の風」】
　新型コロナウィルス感染症のため中止
【姉妹都市学校間交流事業「日韓の架け橋」】
　新型コロナウィルス感染症のため中止

成 果
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（単位：人・％、出典：明日香村教育課）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

0 0 0 0 2 10 22 28 21

0% 0% 0% 0% 2% 10% 19% 27% 21%

0 6 3 3 13 33 19 14 16

0% 5% 3% 3% 12% 32% 17% 14% 16%

9 16 17 9 18 24 24 26 22

20% 14% 16% 8% 17% 23% 21% 25% 22%

36 90 86 97 73 36 48 34 39

80% 80% 81% 89% 69% 35% 42% 33% 40%

45 112 106 109 106 103 113 102 98

（単位：人・％、出典：聖徳中学校）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

0 1 3 3 1 4 4

0% 3% 6% 10% 4% 13% 22%

3 11 13 12 11 15 6

7% 34% 25% 39% 46% 50% 33%

31 17 12 9 10 11 0

76% 53% 23% 29% 42% 37% 0%

41 32 53 31 24 30 18

（単位：人・点、出典：明日香村教育課）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

41 36 41 48 35 46 37 35 37

79.9 81.0 82.5 84.1 82.8 82.1 83.4 83.7 83.1

年度による差はあるものの全体として英語力の向上が見られる。

受験者数

■英検ジュニアの受験結果の推移（小学生）

受験者数

平均得点

受験総数

■英検受験結果の推移（中学生）

合

格

者

準2級

3級

4級以下

GRADE　１
( 0 ～299)

■ＧＴＥＣ受験結果の推移（中学生）

年度

GRADE　４
(440～519)

GRADE　３
(380～439)

GRADE　２
(300～379)
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安心して子どもを育てられる環境づくり（教育課）

課 題

　放課後児童クラブの利用ニーズは安定しつつあるが、土曜日を開所するには、指導員が不足
している。今後はあらゆる事態を想定しながら、継続して適切な指導が行える人材の確保とそ
の資質向上に努め、安定した運営体制を構築していく必要がある。
　近年の物価高騰などの影響を考慮し、やむなく令和4年度から給食費を増額することとなった
が、今後も物価変動と家庭への経済的負担の両面から検討が必要。

事 業 目 的

　子育て世代に対し、安心して子どもを産み、育てられる環境づくりや経済的支援を行うとと
もに、学校・保護者・地域が連携し、それぞれの役割を適切に果たしながら一体となって子ど
もを育てようとする心を培う。

事 業 実 績

【放課後児童健全育成事業】
　就労等の理由により保護者が昼間家庭にいない小学生を対象に、安心安全で、適切な遊びと
生活の場を提供し、児童の健全な育成と保護者の子育て及び仕事の両立を図るため、放課後児
童クラブを開設し、運営の充実に努めた。（通年利用：33人、夏期のみ利用：2人）
　感染対策や指導員の確保が出来ず、土曜日を閉所することとなった。
【幼稚園園庭開放】
　新型コロナウィルス感染症拡大対策を行いながら、園庭開放を行った。
【経済的支援】
　子育て世代の経済的負担を軽減するため、多子世帯の子どもの保育料や給食費の減免を行っ
たほか、小学校・中学校へ進学する児童生徒を対象に入学準備品の購入費用として入学祝金を
支給した。
  また、園児・児童・生徒の給食費の無償化を行った。（２学期から３学期）

成 果

　放課後児童クラブの開設により、保護者が安心して働くことができる環境づくりと児童が楽
しみながら活動できる生活の場を提供することができた。
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（単位：人、出典：明日香村教育課）

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

６年 0 0 0 3 5 2(1) 2(1) 0(0) 0(0) 1(0)

５年 0 0 4 9 6 7(2) 2(1) 4(0) 2(1) 1(0)

４年 0 6（2） 8 11(1) 7（1） 8(0) 7(1) 7(0) 2(0) 6(0)

３年 5 8 12(2) 8(1) 15（3） 12(3) 15(1) 11(0) 9(1) 6(2)

２年 8 8（1）  10(1) 16(3) 12（2） 13(3) 15(1) 10(0) 6(1) 13(0)

１年 5 10 12(1)  9(1) 18（6） 16(2) 13(1) 13(0) 16(2) 8(0)

各合計 18 32（3） 46(4) 56(6) 63（12） 58(11) 54(6) 45(0) 35(5) 35(2)

R2年度の夏期利用者（０）は、小学校の夏期休暇短縮に伴い休所したことによる。

（単位：人、出典：明日香幼稚園）

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
保護者 113 94 125 117 - - 45
子ども 164 139 200 186 - - 86

合計 277 233 325 303 0 0 131
R２．R３新型コロナウィルス感染拡大防止対策のため中止

R2年度～R３年度はコロナウィルス感染症拡大防止により、園庭開放を中止した。

■放課後児童クラブ利用者数の推移

■幼稚園園庭開放利用者数の推移
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課 題

生涯スポーツの推進（教育課）

　「ＮＰＯ法人楽スポあすか」の安定的な運営を図るためには、成人会員の獲得（特に20代～
30代の加入）が必要であり、そのためには魅力ある教室や事業を展開していくための指導者
（人材）の確保が必要である。
　近隣公園の管理運営については、短期的には設備の定期点検と維持補修、長期的にはランニ
ングコストや将来の改修費用の算出とそれに見合った施設利用料の見直しが必要である。ま
た、隣接する国営公園とも連携した事業やイベントの開催を検討する必要もある。
　「飛鳥ハーフマラソン」は、村民の理解と協力、協賛企業の確保、各関係機関との連携、運
営面での課題等、第２回大会で得られた知見に基づき改善を行い、より多くの方に明日香村の
魅力が伝わるよう、次回大会に向けて準備を進めていく必要がある。

事 業 目 的

　すべての村民にスポーツ活動への参加意欲を喚起し運動の楽しさ、興味を抱かせる環境を整
え、体力向上や健康づくりの機会を提供するとともに、仲間づくりや住民交流の場とする。ま
た、スポーツを切り口に集客を図り、明日香の魅力発信を行うとともに地域の活性化を図る。

事 業 実 績

【総合型地域スポーツクラブ運営支援】　たの

　総合型地域スポーツクラブ「ＮＰＯ法人楽スポあすか」の運営にあたり、必要な財源の確保
と事務局職員の配置、運営にかかる助言指導等を行った。
【近隣公園の利用促進】
　近隣公園の管理運営は、村民の日常的なレクリエーション活動や健康づくり、生涯学習の拠
点として、また災害時には避難場所として活用できるよう良好な維持管理に努めた。また、新
たに低年齢用の遊具を設置し、子どもたちが遊べる場と子育て世代の保護者交流促進に努め
た。
【飛鳥ハーフマラソン】
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策を行ったうえで、第２回大会を開催し全国か
ら2,587名のランナーに参加いただいた。
【各種スポーツ大会】
　新型コロナウィルス感染症対策を行ったうえで、球技大会や軽スポーツ大会など各種スポー
ツ大会を実施した。村民体育祭については、自由参加型の運動会として開催した。

成 果

　「ＮＰＯ法人楽スポあすか」の会員数は、設立当初に目標としていた村民人口の１割の会員
数を維持しており、村民の健康維持や体力向上に寄与している。運営については、独自財源確
保のため各種補助金の活用、新規会員や賛助会員獲得に向けた魅力ある事業展開や教室運営の
工夫等を行っている。
　第2回飛鳥ハーフマラソン2023では、飲食物産ブースやイベントを開催し、明日香村の魅力を
発信するとともに地域の活性化にも寄与できた。
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（単位：人、出典：ＮＰＯ法人楽スポあすか）

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

0歳～19歳 197 192 221 231 245 236 214 177 181 180
20歳～39歳 58 58 63 60 70 59 69 59 62 49
40歳～59歳 115 103 117 114 145 138 126 120 111 111
60歳～79歳 104 116 120 131 142 146 162 146 165 152

80歳～ 13 14 16 17 27 30 31 35 35 43
合計 487 483 537 553 629 609 602 537 554 535

生産年齢層が少ないことが課題。

（単位：人、出典：明日香村教育課）

区   分 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

多目的グラウンド 990 3,891 9,378 9,383 9,939 9,672 10,294 11,240 15,413 5,972

テニスコート 1,331 4,502 8,254 7,540 7,378 5,572 3,551 4,567 6,887 3,346

ニュースポーツ広場 240 60 202 425 355 110 110 100 100 250

合   計 2,561 8,453 17,834 17,348 17,672 15,354 13,955 15,907 22,400 9,568

（単位：人、出典：明日香村教育課）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

飛鳥ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ ー ー ー ー ー ー ー ー 2,726 2,587

球 技 大 会 265 237 215 155 199 179 174（中止）（中止） 57

軽 ス ポ ー ツ 95 120 112 72 69 74 81（中止） 28 25

村 体 (中止) 800 1,200 1,200 1,200 1,200 1,500（中止）（中止）（中止）

運 動 会  ー  ー  ー  ー  ー  ー  ー  ー  ー 650

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾌｪｽ  ー  ー  ー  ー  ー  ー  ー  ー 262  ー

駅 伝 大 会 349 438 364 353 272 460 500（中止）（中止） 171

合  計 709 1,595 1,891 1,780 1,740 1,913 2,255 0 3,016 3,490

※球技大会：ソフトボール、グラウンド・ゴルフを実施。

※軽スポーツ大会：グラウンド・ゴルフを実施。

※村民体育祭の代替えとして、自由参加型の運動会を実施。

■楽スポ会員数の推移

■近隣公園利用者数の推移

■各種スポーツ大会参加者数の推移
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事 業 目 的

地域の教育力向上（教育課）

　あすか通学合宿については、令和4年度も中止し、3年連続の中止となった。再開に当たって
は今後の新型コロナウィルス感染症の情勢に十分注意を払いながら、協力団体の確保やプログ
ラムの練り直しなど、事業を再構築していく必要がある。
　人権教育の推進や公民館活動にあっては、最近の社会情勢等も鑑み身近なテーマや村民が興
味や関心をもって参加しやすい講座の開催や事業展開を行っていく必要がある。

　地域の人材や環境を積極的に活用し、誰もが生涯を通じて学ぶことができる活動の充実を図
る。青少年の創造性や協調性・「生きる力」を育て、健全な育成につながる環境づくりや居場
所づくりを行う。
　また、すべての村民が人権を再認識し豊かな人権感覚の醸成を図り、人権を尊重する社会の
実現に向け、人権教育の推進を図る。

事 業 実 績

【あすか通学合宿】
　新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止。
【20歳を祝う会】
　成年年齢が18歳に引き下げられたが、本村では20歳の方を対象に「20歳を祝う会」を開催し
た。来賓及び恩師を交えて二十歳の門出を祝い励ます式典を通じて、社会人としての自覚と認
識を促し、相互交流を通じて地域コミュニティへの参加意識向上を図った。（R4年度新成人：
45人参加）新型コロナウィルス感染症対策として、事業内容を変更・縮小して実施した。
【人権教育の推進】
　新型コロナウイルス感染症対策を行いながら人権学習講座を開催した。

成 果

　20歳を祝う会は、新成人自らが実行委員会を立ち上げ、企画・立案・運営を行うなど、主体
的に取り組むことができた。
　人権教育学習について、新型コロナウイルス感染症拡大が理由で3年間中止となっていたが、
人権学習講座を再開し、多くの村民の皆様の参加をいただき、理解を深めた。

課 題
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（単位：人、出典：明日香村教育課）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

飛鳥史学文学講座 1,666 1,316 1,246 1,311 1,451 1,593 1,492 1,265 1,565 2,008

ふるさと歴史講座 139 144 147 187 202 145 108 82 11 47

匠講座：陶芸講座 72 90 102 96 114 102 120 90 66 96

匠講座：ガラス工芸 30 42 42 48

英会話（初）講座 285 315 285 315 266 168 196 182 154 196

英会話（中）講座 270 255 225 168 182 182 140 98 84 140

自分へのごほうび講座 77 56 47 33 32 184

親子わくわく教室 24 18 20 54 28 25 34 32 5

手話講座 144 161 6

合  計 2,432 2,144 2,023 2,174 2,325 2,295 2,156 1,969 2,121 2,682

（単位：人、出典：明日香村教育課）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

中学生以下 1,205 1,241 1,138 944 788 855 730 695 864 621

高 校 生 477 133 81 8 10 48 39 16 24 47

一   般 2,915 3,242 3,501 3,244 3,081 3,086 2,470 2,426 2,804 2,313

合  計 4,597 4,616 4,720 4,196 3,879 3,989 3,239 3,137 3,692 2,981

■公民館講座等参加者数の推移

■図書室利用者数の推移

-18-



 

成 果

　「明日香の匠」展の開催により明日香村にゆかりのある実力ある作家の作品が一同に介する
ことで、明日香村の普遍的価値の再認識及び魅力発信につながっている。また、村内外の芸術
家による交流の機会となっており、明日香村にゆかりのある若手作家の掘り起こしや村内施設
の来館者の増加による閑散期対策につながっている。
　犬養万葉記念館の管理及び事業運営にあたっては、指定管理者による民間事業者としての創
意工夫と各種イベントの開催により、館の設置目的である万葉学者・犬養孝氏の顕彰と万葉文
化の啓発に大いに貢献している。

課 題

　「明日香の匠」展については、「明日香匠の会」など、出展者自身の自主運営に順次移行す
ることを視野に入れる必要がある。また展示会場を提供していただいている奈良県立万葉文化
館とのさらなるタイアップ等、連携強化を図る必要がある。
　飛鳥アートヴィレッジについては、明日香にふさわしい芸術イベントとなる様、見直しが必
要である。
　伝承芸能の保存・継承や公民館活動の活性化には、次世代を担う子ども達や若い世代の参加
を促すための工夫が必要である。

芸術文化の振興（文化財課）

事 業 目 的

　地域文化の紹介及び優れた芸術作品の展示・演奏等を通じ、村民が広く芸術・文化に親しむ
機会をつくるとともに郷土の文化の発展・振興と村民相互の親睦や交流を図る。また、文化活
動を通じて村内外の住民相互の世代を超えた交流を推進し、文化の香り高い豊かな村民性を培
うことを目的とする。あわせて芸術面からも飛鳥の魅力を発信する。

事 業 実 績

　明日香村を拠点に活動する芸術家等による「明日香の匠」展を開催することにより、村民が
芸術文化に触れる機会の創出及び地域の魅力の再確認に繋がった。あわせて芸術家の作品発表
の場の提供を図った。
　文化祭については、令和３年度が新型コロナ感染症拡大防止のため中止となったため、令和4
年度は芸能大会・美術展ともに２回開催した。
　新元号の出展元になった万葉集を親しみやすく広めるための事業を展開し伝承芸能の保存・
継承活動への支援を行った。
　・「明日香の匠」展
　・文化祭（芸能大会・美術展）
　・南都明日香ふれあいセンター「犬養万葉記念館」の運営
　・万葉ふれあい企画
　・伝承芸能の保存・継承
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（単位：人、出典：明日香村文化財課）

年 度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

「明日香の匠」展 - 2,114 1,641 1,700 1,740 2,023 1,863 1,876 2,037 2,584

音 の 風 景 - 220 230 230 220 210 260 - - -

飛鳥アートヴィレッジ 834 - - 610 612 - 1,200 - - -

合  計 834 2,334 1,871 2,540 2,572 2,233 3,323 1,876 2,037 2,584
飛鳥アートヴィレッジ：
※H26：屋外展示のため、来場者数を集計できなかった。
※H27：事業未実施
※H30：2カ年事業の1年目で、作品展示等は行っていない。
※R1：犬養万葉記念館入館者のみカウント

■文化・芸術イベント来場者数の推移
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文化財の保存と活用（文化財課）

課 題

　甘樫丘遺跡群の発掘調査が進められ、明日香村の新たな魅力の発信と文化財の保存と活用に
向けての検討が必要である。
　飛鳥宮跡については、史跡の追加指定と公有化のさらなる促進が必要である。また活用手法
について具体的検討と早期の事業化が必要である。
　高松塚古墳壁画の保存公開施設の事業化に向け、事業主体や建設場所・内容等の検討が必要
である。
　牽牛子塚古墳・越塚御門古墳は整備後の西飛鳥周辺の文化資源とのネットワークについて検
討が必要である。
　中尾山古墳については、整備の必要性や方針等をふまえた基本計画の策定が必要である。
　世界遺産では、史跡の完全性に向け、史跡の追加指定が必要であり、今後包括的保存管理計
画などの策定が必要である。

事 業 目 的

　埋蔵文化財は、村の歴史や文化の成り立ちを理解する上で欠くことのできない歴史的遺産で
あり、開発事業との円滑な調整を図りつつ、住民の理解と協力を得ながら、適切に保存活用す
る。合わせて、飛鳥宮跡や中尾山古墳、高松塚古墳壁画保存公開施設について体感できる整備
を行い、世界遺産登録へと繋げていく。

事 業 実 績

【発掘調査】
　・個人住宅等（細川谷古墳群）・範囲確認（甘樫丘遺跡群・岩屋山古墳）・開発確認（真弓
遺跡群・牽牛子塚古墳隣接地）374㎡
　・『明日香村遺跡調査概報』の刊行(300部)
【飛鳥宮跡保存活用事業】
　・史跡追加指定・公有化の促進と、奈良県設置の活用検討委員会での計画策定。
　・史跡指定：36,537㎡、公有化：28,423㎡（令和４年度末現在）
【古墳壁画の保存活用】
　・高松塚古墳壁画修理（～令和元年度末完了）
　・キトラ古墳壁画公開（観覧者数：21,135人・第23～26回）
　・高松塚修理施設公開（観覧者数： 2,143人・第37～40回）
　・四神の館（来館者数：115,429人）
【中尾山古墳整備事業】
　・中尾山古墳整備基本構想策定
【世界遺産登録推進事業】
　・「飛鳥・藤原」の推薦書素案修正及び包括的保存管理計画の素案を作成(登録推進協議会)

成 果

　発掘調査は、個人住宅等や開発に伴う事前の遺跡確認調査と甘樫丘遺跡群と岩屋山古墳の範
囲確認調査を実施し、文化財保護と開発計画の調整を図った。
　飛鳥宮跡の史跡地指定は全体の90％まで完了、公有化は68％まで進んでいる。また、奈良県
で「飛鳥宮跡活用検討委員会」を設置し、保存活用計画を策定した。
　牽牛子塚古墳は、平成29年度からの整備工事（Ⅰ～Ⅴ期）が完了したことから令和４年３月
から共用を開始し、越塚御門古墳では保護施設内において、石槨全体がイメージできるプロ
ジェクションマッピングをはじめ、被葬者や飛鳥時代を追体験できる映像コンテンツを鑑賞で
きる特別公開を行っている。また令和５年３月７日に史跡指定１００周年記念式典を行った。
　中尾山古墳は発掘調査成果を踏まえ、整備基本構想の策定を行った。
　世界遺産は、国際的な理解を得るため海外有識者との意見交換を行い、推薦書素案の修正や
包括的保存管理計画の素案を作成した。
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■キトラ古墳壁画の公開 来場者数 （単位：日・人）

区分 開催日数 来場者数
1 平成28年9月24日（土） ～ 10月23日（日） 28 19,040
2 平成29年1月22日（日） ～ 2月19日（日） 27 10,976
3 平成29年5月14日（日） ～ 6月11日（日） 27 13,989
4 平成29年7月15日（土） ～ 8月13日（日） 28 9,118
5 平成29年9月23日（土・祝） ～ 10月22日（日） 28 10,382
6 平成30年1月20日（土） ～ 2月18日（日） 28 4,589
7 平成30年5月19日（土） ～ 6月17日（日） 28 7,304
8 平成30年7月21日（土） ～ 8月19日（日） 28 6,406
9 平成30年9月22日（土） ～ 10月21日（日） 28 9,186
10 平成31年1月19日（土） ～ 2月17日（日） 28 6,370
11 令和元年5月18日（土） ～ 6月16日（日） 28 8,169
12 令和元年7月20日（土） ～ 8月18日（日） 28 7,778
13 令和元年9月21日（土） ～ 10月20日（日） 28 7,778
14 令和2年1月18日（土） ～ 2月16日（日） 28 5,471
15
16 令和2年7月18日（土） ～ 8月16日（日） 28 4,569
17 令和2年10月17日（土） ～ 11月15日（日） 28 5,981
18 令和3年2月6日（土） ～ 3月7日（日） 28 4,206
19 令和3年5月22日（土） ～ 6月20日（日） 28 3,525
20 令和3年7月24日（土） ～ 8月22日（日） 28 4,536
21 令和3年10月16日（土） ～ 11月14日（日） 28 5,899
22 令和4年1月22日（土） ～ 2月20日（日） 28 3,616
23 令和４年5月21日（土） ～ 6月19日（日） 28 5,232
24 令和４年7月23日（土） ～ 8月21日（日） 28 5,253
25 令和4年10月15日（土） ～ 11月13日（日） 28 5,894
26 令和５年1月21日（土） ～ 2月19日（日） 28 4,756

■国宝高松塚古墳壁画修理作業室の公開 来場者数 （単位：日・人）

区分 開催日数 来場者数
1 平成20年5月31日（土） ～ 6月8日（日） 9 3,763
2 平成20年11月2日（日） ～ 11月9日（日） 8 3,436
3 平成21年5月31日（日） ～ 6月7日（日） 8 2,471
4 平成21年10月31日（土） ～ 11月8日（日） 9 1,625
5 平成22年5月8日（土） ～ 5月16日（日） 9 2,415
6 平成22年10月30日（土） ～ 11月7日（日） 9 2,534
7 平成23年5月14日（土） ～ 5月22日（日） 9 4,541
8 平成23年11月19日（土） ～ 11月27日（日） 9 2,442
9 平成25年1月19日（土） ～ 1月27日（日） 9 2,441
10 平成25年8月18日（土） ～ 8月25日（日） 9 3,382
11 平成26年1月18日（日） ～ 1月26日（日） 8 2,639
12 平成26年8月23日（土） ～ 8月31日（日） 9 2,210

開 催 期 間

中 止

開 催 期 間
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13 平成27年1月17日（土） ～ 1月25日（日） 9 1,567

14 平成27年10月31日（土） ～ 11月8日（日） 9 3,405

15 平成28年9月24日（土） ～ 9月30日（日） 9 1,979

16 平成29年1月21日（土） ～ 1月27日（日） 9 1,498

17 平成29年5月13日（土） ～ 5月19日（日） 9 3,398

18 平成29年7月15日（土） ～ 7月21日（日） 9 3,012

19 平成29年9月23日（土） ～ 9月29日（金） 7 2,230

20 平成30年1月20日（土） ～ 1月26日（金） 7 1,021

区分 開催日数 来場者数

21 平成30年5月19日（土） ～ 5月25日（金） 7 1,879

22 平成30年7月21日（土） ～ 7月27日（金） 7 900

23 平成30年9月22日（土） ～ 9月28日（金） 7 2,107

24 平成31年1月19日（土） ～ 1月25日（金） 7 1,248

25 令和元年5月18日（土） ～ 5月24日（金） 7 1,868

26 令和元年7月20日（土） ～ 7月26日（金） 7 1,323

27 令和元年9月21日（土） ～ 9月27日（金） 7 2,177

28 令和2年1月18日（土） ～ 1月24日（金） 7 1,294

29

30 令和2年7月18日（土） ～ 7月24日（金） 7 727

31 令和2年10月17日（土） ～ 10月23日（金） 7 729

32 令和3年2月6日（土） ～ 2月12日（金） 7 740

33 令和3年5月22日（土） ～ 5月28日（金） 7 696

34 令和3年7月24日（土） ～ 7月30日（金） 7 671

35 令和3年10月16日（土） ～ 10月22日（金） 7 787

36 令和4年1月22日（土） ～ 1月28日（金） 7 685

37 令和4年5月21日（土） ～ 5月27日（金） 7 800

38 令和4年7月23日（土） ～ 7月29日（金） 7 768

39 令和4年10月15日（土） ～ 10月21日（金） 7 783

40 令和5年1月21日（土） ～ 1月27日（金） 7 645

開 催 期 間

中 止
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成 果

　展覧会や講演会の開催により、飛鳥地域の発掘調査の成果をいち早く、わかりやすく伝える
ことができる機会として、好評を得ている。
　研究紀要の刊行は、調査研究で得られた成果をより深化させるとともに、職員の資質向上、
新しい飛鳥の魅力創出、飛鳥文化解明の一助にもなっている。また、その内容を講演会等で新
たな魅力として発信することができた。
　日本遺産「飛鳥」のストーリー映像の上映、読本の閲覧、講座・講演会等の開催により、認
知度を高めることができた。
　伎楽再現プロジェクトについては、令和6年度の実演に向け、基礎的な資料収集及び村民への
啓発を目的としたワークショップを開催した。

課 題

　文化財の価値や魅力をより多くの方に知ってもらうためには近隣市町との広域連携のみなら
ず地方との結びつきや、わかりやすい展示方法にするなどの工夫が必要である。さらに講演会
等の開催にあたっては、同地域・同種事業との調整も必要である。
　日本遺産「飛鳥」の魅力発信のため、文化庁や他の認定団体、観光部門との強力な連携が必
要である。

明日香村歴史資産の魅力発信（文化財課）

事 業 目 的

　村内で行われた発掘調査の成果や飛鳥地域の最新の研究成果を公表し、文化財の価値と魅力
を多くの方に知ってもらう。さらに日本遺産「飛鳥」や「飛鳥・藤原」の世界遺産登録を目指
し、国内外に広く発信する。

事 業 実 績

【文化財展覧会事業】
　・企画展「飛鳥の考古学2022」 1/20～3/12（入館者数3,360人）
　・発掘調査報告会
【文化財調査研究紀要発行事業】
　・『文化財調査研究紀要』第22号の発行
【全国講演会】
　・第26回明日香村まるごと博物館フォーラム　11/20（東京）300名
　・奈良まほろば館講演会（東京）3回
　・かんだい明日香まほろば講座（東京）３回
【日本遺産「飛鳥」魅力発信事業・世界遺産登録推進事業】
　・公開講演会「「飛鳥・藤原」登録の歩みとその価値」10/16　650名
【古代飛鳥再現事業】
　・伎楽再現プロジェクトの実施
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【イベント】

項    目 開催日（期間） 開 催 場 所 主催者等 種 別 参加者 備 考

春のかしはらワークショップ 4/3（日） ＴＨＥ ＫＡＳＨＩＨＡＲＡ ２Ｆ
ＴＨＥ ＫＡＳＨＩＨＡ

ＲＡ
橿原市 434人 パンフレット配布

いただき飛鳥展11 4/21(木)～4/22(金)

あべのキューズモール

大阪府大阪市阿倍野区阿倍野

筋1丁目6-1

(一財)明日香村地域振興

公社
明日香村 300人 パンフレット設置

いただき飛鳥展12 5/27(金)～5/28(土)

あべのキューズモール

大阪府大阪市阿倍野区阿倍野

筋1丁目6-1

(一財)明日香村地域振興

公社
明日香村 300人 パンフレット設置

第53回明日香村文化祭（芸能大会） 6/19日（日） 明日香村中央公民館
明日香村文化祭実行委員

会
明日香村 121人

パネル展示

パンフレット配布

いただき飛鳥展13 6/24(金)～6/25(土)

あべのキューズモール

大阪府大阪市阿倍野区阿倍野

筋1丁目6-1

(一財)明日香村地域振興

公社
明日香村 300人 パンフレット設置

第53回明日香村文化祭（美術展） 7/3日（日）～7/5（日） 明日香村中央公民館
明日香村文化祭実行委員

会
明日香村 204人

パネル展示

パンフレット配布

夏のかしはらワークショップ 7/31（日） ＴＨＥ ＫＡＳＨＩＨＡＲＡ ２Ｆ
ＴＨＥ ＫＡＳＨＩＨＡ

ＲＡ
橿原市 836人 パンフレット配布

親子星空教室 9/3（土） 香久山公園 奈良トヨタ株式会社 橿原市 51人 パンフレット配布

ウエスタンリーグ公式戦

オリックス・バファローズＶＳソフトバンク

ホークス

9/3（土） 佐藤薬品スタジアム
オリックス・バファロー

ズ
橿原市 1,337人

ＰＲポスター

パンフレット配布

ツーリズムEXPOジャパン2022 9/24（土）～9/25（日）
東京ビッグサイト

東京都江東区有明3−11−1
文化庁 文化庁 15,000人 パンフレット配布

第11回おもしろ歴史フェスティバル 10/1（土）～10/2（日） 唐古・鍵遺跡公園
歴史フェスティバル実行

委員会（奈良新聞社）
明日香村 5,000人

ワークショップ（粘土・缶バッチ

づくり体験）<各300人>、DVD放

映、パネル展示、のぼり旗、パン

フレット、コースター配布

高取かかし祭り 10/1（土）～10/31（月） 土佐街道筋 天の川実行委員会 高取町 約10,000人
ポスター展示

パンフレット配布

いただき飛鳥展14 10/7(金)～10/8(土)

あべのキューズモール

大阪府大阪市阿倍野区阿倍野

筋1丁目6-1

(一財)明日香村地域振興

公社
明日香村 300人 パンフレット配布

第54回明日香村文化祭（芸能大会） 10/23日（日） 明日香村中央公民館
明日香村文化祭実行委員

会
明日香村 239人 パンフレット配布

明日香まるごと博物館出張所 10/28日（金）
セブンパーク天美

大阪府松原市天美東3−500
明日香村 200人

DVD放映、のぼり旗、パンフレッ

ト配布

日本女性会議 １０／２８（金）～１０／３０（日）
鳥取県立倉吉未来中心 他

鳥取県倉吉市駄経寺町212-5

日本女性会議2022

in鳥取くらよし実行委員

会

橿原市 2,057人 パンフレット配布

日本遺産フェスティバルin関門 10/29（土）～10/30（日）
海峡メッセ下関外

山口県下関市豊前田町3−3−1
日本遺産事務局 協議会 38,000人

ワークショップ（粘土・木簡づく

り体験）<合計400 人>、DVD放

映、パネル展示、のぼり旗、パン

フレット・コースター配布

第54回明日香村文化祭（美術展） 10/30日（日）～11/1（日） 明日香村中央公民館
明日香村文化祭実行委員

会
明日香村 393人 パンフレット配布

いただき飛鳥展15 11/4（金）～11/15（土）

あべのキューズモール

大阪府大阪市阿倍野区阿倍野

筋1丁目6-1

(一財)明日香村地域振興

公社
明日香村 300人 パンフレット配布

観光ボランティアガイドと歩く・なら 11月19日（土）

飛鳥駅…岩屋山古墳…牽牛子塚

古墳…中尾山古墳…高松塚古墳

…天武持統天皇陵…飛鳥駅

奈良県観光ボランティア

ガイド連絡会
飛鳥観光協会 42名（先着）

テーマ：斉明天皇・持統天皇パン

フレット配布

明日香村農林商工祭 11/19（土） 国営飛鳥歴史公園石舞台地区
明日香村農林商工祭実行

委員会
明日香村 1,000人 パンフレット配布

明日香村農林商工祭 11/19（土） 国営飛鳥歴史公園石舞台地区
明日香村農林商工祭実行

委員会
明日香村 1,000人 パンフレット配布

令和4年度 日本遺産関連イベント等一覧

日本遺産「飛鳥」魅力発信事業推進協議会
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【イベント】

項    目 開催日（期間） 開 催 場 所 主催者等 種 別 参加者 備 考

第34回 たかとり城まつり 11/23（水） 土佐街道筋および児童公園 城まつり実行委員会 高取町 約10,000人 パネル展示、のぼり旗

古墳フェス はにコット 11/27（日）

今城塚公園・いましろ大王の社

大阪府高槻市郡家新町48−8 明日香村 明日香村 30,000人

ワークショップ（粘土づくり体

験）<200人>、パンフレット・

コースター配布

近鉄ウォーク（壬申の乱） 12/3（土） 近鉄飛鳥駅発着 奈良県文化資源活用課 明日香村 300人 パンフレット配布

奈良マラソン2022 12/11（日）

ロート奈良鴻池パーク（奈良市

鴻池運動公園）

奈良市法蓮佐保山4丁目5−1

一般財団法人なら陸上定

規会
明日香村 11,000人 コースター配布

いただき飛鳥展16 12/16(金)～10/17(土)

あべのキューズモール

大阪府大阪市阿倍野区阿倍野

筋1丁目6-1

(一財)明日香村地域振興

公社
明日香村 300人 パンフレット配布

いただき飛鳥展17 1/27(金)～1/28(土)

あべのキューズモール

大阪府大阪市阿倍野区阿倍野

筋1丁目6-1

(一財)明日香村地域振興

公社
明日香村 300人 パンフレット配布

大立山まつり 1/28（土）～1/29（日） 奈良県コンベンションセンター 奈良県 明日香村 10,000人 パンフレット配布

近鉄あすかいちご列車ｄeマルシェin大阪阿部

野橋駅
2/11日（土）～2/12（日）

近鉄大阪阿部野橋駅

ホーム停車中 電車内（3両編

成）

明日香村 明日香村 135人
パンフレット

コースター配布

日本遺産の日関連イベント 2/11（土）～2/13（月）
JR有楽町駅前広場

東京都千代田区有楽町
日本遺産事務局 協議会 12,100人

ワークショップ（粘土づくり・缶

バッチづくり体験）<300 人>、

のぼり旗、パンフレット・クリア

ケース・コースター配布

第9回「明日香の匠」展 2/18（土）～2/26（日） 奈良県立万葉文化館
Creative飛鳥・未来への

風実行委員会
明日香村 2,584人

パンフレット・クリアファイル・

シール・コースター配布

よみがえれ 飛鳥の伎楽 第2回ワークショップ 2/19日（日） 明日香村中央公民館
明日香村教育委員会文化

財課
明日香村 80人

ワークショップ（粘土づくり体

験）<9人>パンフレット、クリア

ファイル、シール、コースター配

布

いただき飛鳥展18 2/24(金)～2/25(土)

あべのキューズモール

大阪府大阪市阿倍野区阿倍野

筋1丁目6-1

(一財)明日香村地域振興

公社
明日香村 300人 パンフレット配布

町家の雛めぐりと壷阪寺大雛曼荼羅 3/1（水）～3/31（金） 土佐街道筋および壷阪寺
天の川実行委員会

壷阪寺
高取町 約10,000人

ポスター展示

パンフレット配布

牽牛子塚古墳「国史跡」100周年記念バルーン

リリース
3/7日（日）

明日香村越 史跡牽牛子塚古

墳・越塚御門古墳

明日香村教育委員会文化

財課
明日香村  50人

パンフレット、クリアファイル、

シール、コースター配布

牽牛子塚古墳「国史跡」100周年記念夜間石室

特別公開・ライトアップ
3/7日（火）～3/11日（日）

明日香村越 史跡牽牛子塚古

墳・越塚御門古墳

明日香村教育委員会文化

財課
明日香村   700人 パンフレット配布

飛鳥ハーフマラソンフェスタ＆竹内街道・横

大路（大道）まつり
3/12（日）

国営飛鳥歴史公園キトラ古墳周

辺地区及び明日香近隣公園
明日香村 明日香村 2,587人

ワークショップ（粘土づくり体

験）<200人>、のぼり旗、パンフ

レット・クリアファイル・シー

ル・コースター配布

藤原宮跡 気球体験会
3/18（土）～3/19（日）

※１８日は雨天中止
特別史跡 藤原宮跡

一般社団法人

奈良県ビジターズビュー

ロー

橿原市 78人 パンフレット配布

いただき飛鳥展19 3/24(金)～3/25(土)

あべのキューズモール

大阪府大阪市阿倍野区阿倍野

筋1丁目6-1

(一財)明日香村地域振興

公社
明日香村 300人 パンフレット配布

日本観光ショーケースin大阪・関西 3/24日（金）～3/26日（日）

インテックス大阪

大阪市住之江区南港1ｰ5ｰ102 文化庁 文化庁   4,775人 パンフレット配布

春のかしはらワークショップ 3/26（日） ＴＨＥ ＫＡＳＨＩＨＡＲＡ ２Ｆ
ＴＨＥ ＫＡＳＨＩＨＡ

ＲＡ
橿原市 1,153人

パネル展示、グッズ・パンフレッ

ト配布、体験コーナー（粘土で作

ろう）

令和4年度 日本遺産関連イベント等一覧

日本遺産「飛鳥」魅力発信事業推進協議会
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【講演会】

項  目 （演題） 開催日（期間） 開 催 場 所 主催者等 種 別 参加者 備 考 

2022年度JATA主催セミナー

テーマ別観光×デスティネーションセミナー
5/17（火）～5/19（木）

オンライン

Zoomウエブビナー

一般社団法人日本旅行業

協会（JATA）
協議会

パネリスト

橿原市世界遺産登録推進課課⾧

濱口 和弘

明日香村文化財課

課⾧補佐 西光 慎治

牽牛子塚古墳等整備事業完成記念シンポジウ

ム

朝顔の岡に眠る皇女たち～斉明天皇・間人皇

女・大田皇女の想い～

6/26（日） 明日香村中央公民館 明日香村 明日香村 100人

講師

京都女子大学

名誉教授 瀧浪 貞子

奈良県立万葉文化館

企画・研究係⾧ 井上さやか

切り絵作家 望月めぐみ

かしはら歴史講座～藤原京入門編～

8/30（火）

9/27（水）

10/12（水）

橿原市中央公民館 橿原市教育委員会 橿原市 82人 パンフレット配布

世界遺産「飛鳥・藤原」奈良講演会 10/22（土） 奈良県橿原文化会館
奈良県・橿原市・桜井

市・明日香村

橿原市

明日香村
 318人

講師

世界遺産「飛鳥・藤原」登録推進

協議会専門委員・奈良大学名誉教

授 寺崎 保広

国立歴史民俗博物館教授

林部 均

第26回明日香村まるごと博物館フォーラム

高松塚古墳壁画発見50周年記念

～未来へつなぐ高松塚～

11/20（日）
よみうり大手町ホール

東京都千代田区大手町1−7−1
明日香村 明日香村 250人

講師

奈良県立橿原考古学研究所共同研

究員 森岡 秀人

東京文化財研究所 保存科学研究セ

ンター⾧ 建石 徹

「飛鳥・藤原の世界遺産登録を目指して」

【明日香村文化財連続講座】

～世界遺産登録を目指す「飛鳥・藤原」の魅

力と普遍的価値～

2/11（土）

奈良まほろば館

東京都港区新橋1−8−4

SBMBC新橋ビル2階

奈良まほろば館（東京） 明日香村 100人

講師

明日香村文化財課

課⾧ 小池香津江

大和飛鳥ニューツーリズム ホストファミ

リーを対象とした日本遺産「飛鳥」講座
3/2（木） 明日香村商工会 会議室 明日香村商工会 明日香村商工会 15人

講師

明日香村文化財課

課⾧補佐 西光 慎治

「飛鳥・藤原の世界遺産登録を目指して」

【明日香村文化財連続講座】

「牽牛子塚古墳国史跡指定100周年

       飛鳥の八角墳と日本国創成

～八角墳の創出とその歴史的意義～」

3/18（土）

奈良まほろば館

東京都港区新橋1−8−4

SBMBC新橋ビル2階

奈良まほろば館（東京） 明日香村 100人

講師

明日香村文化財課

課⾧補佐 西光 慎治

「飛鳥・藤原の世界遺産登録を目指して」

【明日香村文化財連続講座】

「キトラ古墳「壁画」発見40年

キトラ・高松塚古墳を発掘する」

3/25（土）

奈良まほろば館

東京都港区新橋1−8−4

SBMBC新橋ビル2階

奈良まほろば館（東京） 明日香村 100人

講師

明日香村文化財課

主任技師 ⾧谷川 透

令和4年度 日本遺産関連イベント等一覧

日本遺産「飛鳥」魅力発信事業推進協議会
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【旅行関連】

項    目 開催日（期間） 開 催 場 所 主催者等 種 別 参加者 備 考

観光庁看板商品創出事業 プログラム造成に

おける現地視察
7/19（火）～7/20（水）

飛鳥川上坐宇須多伎比売命神

社、飛鳥川、女淵、稲渕宮殿

跡、牽牛子塚古墳・越塚御門古

墳

明日香村商工会 明日香村商工会 6人

観光庁看板商品創出事業 プログラム造成に

おける現地視察
8/25（木）～8/26（金）

飛鳥川上坐宇須多伎比売命神

社、飛鳥川、女淵、雷丘東方遺

跡、 石神遺跡、飛鳥水落遺

跡、狂心渠、 飛鳥寺跡

明日香村商工会 明日香村商工会 6人

観光庁看板商品創出事業 プログラム造成に

おける現地視察
9/2（金）～9/3（土）

飛鳥京跡苑池遺跡

豊浦宮跡、飛鳥水落遺跡、飛鳥

寺跡

明日香村商工会 明日香村商工会 4人

観光庁看板商品創出事業 プログラム造成に

おける現地視察
9/12（月）～9/14（水）

飛鳥稲渕宮殿跡、飛鳥川上坐宇

須多伎比売命神社、女淵、高松

塚古墳 、牽牛子塚古墳・越塚

御門古墳

明日香村商工会 明日香村商工会 7人

観光庁看板商品創出事業 プログラム造成に

おける現地視察
9/12（月）～9/14（水）

飛鳥稲渕宮殿跡、飛鳥川上坐宇

須多伎比売命神社、女淵、高松

塚古墳壁画、牽牛子塚古墳・越

塚御門古墳

明日香村商工会 明日香村商工会 7人

観光庁看板商品創出事業 モニターツアーガ

イド事前練習
10/15（土）

飛鳥稲渕宮殿跡、飛鳥川上坐宇

須多伎比売命神社、飛鳥川、女

淵、南無天踊り

明日香村商工会 明日香村商工会 2人
プログラム名：雨乞いアドベン

チャー

観光庁看板商品創出事業 モニターツアー 10/16（日）

飛鳥稲渕宮殿跡、飛鳥川上坐宇

須多伎比売命神社、飛鳥川、女

淵、南無天踊り

明日香村商工会 明日香村商工会 7人
プログラム名：雨乞いアドベン

チャー

観光庁看板商品創出事業 モニターツアーガ

イド事前練習
11/8（火）

飛鳥水落遺跡、飛鳥寺跡、大和

三山
明日香村商工会 明日香村商工会 4人 プログラム名：Asageshiki

観光庁看板商品創出事業 モニターツアー 11/9（水）
飛鳥水落遺跡、飛鳥寺跡、大和

三山
明日香村商工会 明日香村商工会 14人 プログラム名：Asageshiki

観光庁看板商品創出事業 モニターツアー 11/10（木）
国営飛鳥歴史公園キトラ古墳周

辺地区
明日香村商工会 明日香村商工会 11人

プログラム名：otsukai!フードハ

ンティングツアー 青空古墳カ

フェ （推古天皇の薬草狩りなど

のストーリーを訴求）

観光庁看板商品創出事業 モニターツアー 12/5（木）

飛鳥川上坐宇須多伎比売命神

社、飛鳥川、女渕、稲渕宮殿

跡、牽牛子塚古墳・越塚御門古

墳

明日香村商工会 明日香村商工会 18人
プログラム名：ナイトミステリー

ツアー明日香

観光庁看板商品創出事業 モニターツアー 12/5（木）

伝飛鳥板蓋宮跡、酒船石遺跡、

飛鳥寺跡、牽牛子塚古墳・越塚

御門古墳

明日香村商工会 明日香村商工会 11人

プログラム名：otsukai!フードハ

ンティングツアー 青空古墳カ

フェ （推古天皇の薬草狩りなど

のストーリーを訴求）

看板商品創出事業 マッチングWEB商談会 1/25（水）、26（木） オンライン 明日香村商工会 明日香村商工会 5人（5社）

提案プログラム:

看板商品創出事業で造成の体験プ

ログラム4商品

明日香村商工会 ツーリズムサイト改修 2/28（火）
WEBサイト

https://asuka-taiken.jp/
明日香村商工会 明日香村商工会

掲載プログラム:

過去観光庁事業で造成の6商品

ASUKA アクティビティBOOK制作 2/28（火） パンフレット 明日香村商工会 明日香村商工会
掲載プログラム:

過去観光庁事業で造成の6商品

台湾大商談会 3/6（月） 漢来大飯店（高雄ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊｲﾗｲ） 明日香村商工会 明日香村商工会 7社

提案プログラム:

看板商品創出事業で造成の体験プ

ログラム4商品

参加者:高雄の旅行会社

台湾大商談会 3/7（火） 格莱天漾大飯店 Great Skyview 明日香村商工会 明日香村商工会 22社

提案プログラム:

看板商品創出事業で造成の体験プ

ログラム4商品

参加者:台北の旅行会社

日本遺産マッチング商談会 3/16(木） オンライン開催 観光庁・文化庁

協議会

西光・吉川

明日香村商工会

加集

4社

日本遺産PR及び提案プログラム看

板商品創出事業で造成の体験プロ

グラム4商品

参加者:読売旅行他

【常設案内展示】

項    目 開催日（期間） 開 催 場 所 主催者等 種 別 来館者 備 考

かしはら観光ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ神宮前 4/1(金)～3/31(金)
かしはら観光ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ神宮

前
橿原市観光協会 橿原市観光協会  7,636人

センター内の壁面に日本遺産「飛

鳥を翔け女性たち」のパネルを掲

出

道の駅「飛鳥」 4/1(金)～3/31(金)
道の駅「飛鳥」

総合案内所「飛鳥びとの館」

一般社団法人

飛鳥観光協会
飛鳥観光協会 88,683人

日本遺産を前面に出した案内所で

常設パネル展示及びPR

高取町観光案内所「夢創舘」 4/1(金)～3/31(金) 高取町観光案内所「夢創舘」
一般社団法人

高取町観光協会
高取町観光協会 17,223人

日本遺産を前面に出したポスター

およびチラシによるPR

令和４年度 日本遺産関連イベント等一覧
日本遺産「飛鳥」魅力発信事業推進協議会
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５ ま と め 

  

（１）学校教育について 

  

   学校教育では、「自立して社会を生き抜く力」をもった子ども達を育てることを教育目

標としています。このため、幼小中の全教職員が校種を超えて共通理解を図り、連携・

協力して、地域住民や保護者と共に、「“１５歳の自立をめざす”幼小中一貫教育」の実

現に向け、これまでの研究・推進体制のスマート化を図りながら、新たな研究テーマ

「STEAM 教育の基盤となる学力の育成」にチャレンジし、様々な教育活動に取り組んで

います。 

 

   令和４年度は、新型コロナウィルス感染症防止対策を行いながら、学校教育活動を行

いました。令和 2 年度に児童・生徒に導入したクロームブックを活用した教育を積極的

に進め、幼小中連携を図りながら「主体的、対話的で深い学び」の授業づくりを積極的

に取り組みました。そして、中学校デジタル教科書「abceed」を導入し、子どもたちの

英語の力「発音・発声」の向上を目標として進めています。また、教職員のための校務

支援システムを導入し、教職員の業務の軽減を図れるよう取り組んでいます。 

  

    また、改定を行った郷土学習プログラムに基づき、郷土学習副読本を活用しながら、幼

稚園から小学校、中学校へと継続性を重視した郷土学習に取り組むことができました。 

 

   このほか、子育て支援策として保育料や給食費の負担軽減、入学祝金の支給等の経済

的支援、放課後児童クラブなどの継続など、子どもや子育て中の保護者にとって安心・

安全な環境づくりに取り組み、子どもを産み育てやすい村づくりをすすめました。 

 

   一方、ハード面の整備では、中学校の屋上防水改修工事や床改修工事、幼稚園の床改

修工事等を行い、安心安全な学習環境を整備しました。今後の児童生徒数の推計や将来

にわたっての財政負担を考慮しつつ、安心安全な学習環境を確保するため引き続き計画

的な施設改修に努めます。 
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（２）生涯学習について 

 

  生涯学習では、第5次明日香村総合計画に定める目標（将来像)、「『いつまでも住み続

けたい』そう思える村」、「五感で体感できる『明日香まるごと博物館』」の実現のため、

村民一人ひとりがそれぞれのライフステージにおいて、あらゆる機会にあらゆる場所で相

互に学び合い、支え合い、高め合うとともに、その成果を社会に活かすことができる環境

づくりやイベントを通じた明日香の魅力発信に取り組んでいます。 

 

  令和4年度は新型コロナウィルスの感染拡大防止対策を行いながら、各種イベントや事

業を行ったところです。ウィズコロナを念頭に、目的を損なうことの無いよう事業内容を

変更・縮小した他、感染症の情勢を見極めながら対策を講じて開催いたしました。 

 

  第 2回飛鳥ハーフマラソン2023では、村内外から2,587名のランナーが出走され、明

日香の魅力と激坂コースを楽しんでいただきました。また、第１回大会では交通関係等で

多くの皆様にご迷惑をお掛けしましたが、今大会では事前の周知などを徹底等したことも

あり、大きなトラブルもなく終えることができました。 

 

 また、生涯学習やスポーツにおいては、指導者の確保や次世代に繋がる子どもを含む若 

い世代の参画が経年の課題となっています。今後も学校や地域関係団体と連携しながら

各種事業に取り組みます。 
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 （３）文化財について 

 

    本村の文化財は、「日本国」誕生の時代の政治・文化を解明する上で非常に重要なもの

です。 

 

村内には、国指定の史跡が２１箇所あり、うち３箇所が特別史跡に指定されています。

しかし、これらの遺跡は村全体の一部であり、実際には村内全域に貴重な遺跡が眠って

いるといっても過言ではありません。また、ここから発掘された出土品も、遺跡の価値

を高めています。村内では高松塚古墳壁画やキトラ古墳壁画、岡寺の木芯乾漆義淵僧正

坐像とともに国宝に指定されています。 

 

このことから、村の貴重な文化財を次の世代に引き継ぐためには、発掘調査により遺

跡の範囲や価値を明らかにする必要があり、奈良文化財研究所や橿原考古学研究所など

の関係機関と連携・調整を図り、計画的かつ重点的に学術調査に取り組みます。令和４

年度には、重要遺跡の実態解明に向け、甘樫丘遺跡群の発掘調査を実施しました。また、

発掘調査などにより明らかとなった遺跡については、今後適切な保存対策を講じるとと

もに、『本物を見られる』『本物を感じられる』ことに重点を置き、遺跡整備やプロジェ

クションマッピングによる遺構の再現、さらに飛鳥時代を追体験できる映像コンテンツ

の作成、講演会等の開催など、本物の文化財に接する機会などの充実を図り、来訪者が

古代飛鳥を体感できる取り組みを推進します。飛鳥宮跡や飛鳥京跡苑池については奈良

県とともに史跡指定や公有化等を進め、飛鳥時代を体感できる拠点として歴史展示を推

進しており、牽牛子塚古墳については整備事業が令和４年２月に完了し、３月７日には

史跡指定１００周年の記念イベントを実施するなど共用開始後の来訪者数が３万人以

上に上っています。牽牛子の名前の由来となったアサガオ栽培を通じたアサガオプロジ

ェクトも現在、進行中です。さらに、中尾山古墳の整備や高松塚古墳壁画の公開活用施

設の早期に事業化し、本物の壁画公開のみならず、明日香まるごと博物館づくりの一環

として、「日本国誕生」の歴史を学べる施設を建設するよう、国に働きかけを行ってまい

ります。 

   

また、「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の世界遺産登録に向けた取り組みについ

ても、令和３年度末までに推薦書素案の修正を行い、令和 4 年 6 月 29 に文化庁に提出

致しました。構成資産については史跡の追加指定や公有化などの保護措置を引き続き取

り組くます。 
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６ 学識経験者の知見の活用 

 

教育委員会が行った点検・評価についてその客観性を確保するため、２名の学識経験者

を外部評価委員（明日香村教育事務評価委員）として委嘱し、点検・評価の内容について

ご意見をいただきました。 

 

 

【評価委員の意見】 

 

学校教育においては、幼稚園から小学校、そして中学校へとつながる幼小中一貫教育の

取り組みが着実に前進していることがわかりました。また、学校だけでなく、保護者・地

域とも連携・協働し、明日香の子どもを村ぐるみで育てる環境がいよいよ整ってきたと感

じます。 

 

一方、教育の充実や児童生徒の学力の向上、いじめや不登校の問題解消、教員の働き方

改革など、課題は山積しています。引き続き関係各方面と連携・協働しながら取り組みを

進めていただくことを願います。 

 

そして、生涯学習やスポーツについては、コロナ禍を乗り越え、培った方法等を取り入

れ、今後、新しい事業を展開されることを期待します。 

 

また、飛鳥ハーフマラソンについては、明日香の魅力を広く発信できる好機とし、末永

く村の発展に寄与できるイベントとなるよう改善や創意工夫をお願いします。 

 

文化財に関しては、整備が完了した牽牛子塚古墳をはじめとして、史跡整備や調査が計

画的に行われ、適切な保存と活用について様々な議論や取り組みを進められています。史

跡整備後も周辺の自然環境や文化資源とも連動した活用方法の検討を重ねられており、世

界遺産登録推進に向け大きな推進力となるものと考えますので、より一層の取り組み強化

をお願いします。 

 

 

 

令和５年８月２８日 

 

明日香村教育事務評価委員  木 村 規 雄 

 

明日香村教育事務評価委員  北 岡 佳 代 
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